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値を計算した。関節唇の評価は Beck の分類を使用した。 Detachment lesion と full-




Ｔ群は、31 例（Detachment lesion：28 例, full-thickness tear：3 例）、Ｎ群は 16 例
であった。血流値はＴ群が、1.94±0.41 ml/min/100 g、Ｎ群が 1.94±0.34 ml/min/100 
g であり有意差がなかった(P=0.884)。血流値とＣＥ角、年齢および関節唇損傷の有無に












































of Orthopaedic Surgery and Research に受理されている。表現も明確であり、関節
唇を修復する根拠として考えられる質の高い論文である。 
５．主な質疑応答 
質問：股関節唇の血管由来はどこなのか？                    
答：中枢側の血管は、内腸骨動脈由来です。 





























答：関節軟骨側から 3-5mm の部位でしっかりと股関節唇に接触させて測定しています。 
 
質問：この研究は、特定の位置で測定しているのか？ 
答：Anterosuperior area のみで測定しています。他の area では測定していませんので 




























答：肉眼的に血管の走行は分かりません。しかし、関節軟骨側から 3-5mm の部位でしっか 
りと股関節唇に接触させて測定しています。 
 
質問：年齢が高くなると血流に影響があるのか？ 
答：本研究では重回帰分析で血流量と年齢に関連性がなく、影響はないと判断します。 
 
質問：血流が豊富な組織（例えば皮膚組織）の修復と比較して、股関節唇は、どの程度、
修復可能なのか？ 
答：股関節唇に血流が存在していることは分かりましたが、現状では、他部位と比較して、 
どの程度修復可能かどうかは分かりません。 
 
以上の内容の斬新さ、重要性、研究方法の正確性、表現の明確さ、及び質疑応答の結果を
踏まえ、審査員で討議の結果、本論文は学位に値すると評価された。 
 
